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　今年も10月 1日から赤い羽根共同募金運動が始まりました。
　寄せられた募金は地域で行われるさまざまな福祉活動の他、国内各地で発生する地震や台風な
どによる災害発生時の被災者支援活動などに使われることとなります。
　10 月 1 日から 7 日の期間は街頭募金を実施しました。今年度は、新型コロナウイルス感染症防
止の観点により、各団体の皆様には活動者数の制限や、マスク・フェイスシールド着用、ソーシャ
ルディスタンスの確保などご留意いただきました。
　中央区内各団体の方々にご活動いただき、街頭募金の実績は中央区全体で、167,531 円となり
ました。皆様のご協力に感謝申し上げます。

赤い羽根共同募金
　 街頭募金運動へのご協力
ありがとうございました！

街頭募金運動に賛同、ご協力いただいた皆様と各店舗等のご紹介
（順不同、敬称略）

□老人クラブ
シニアすこやかクラブ、宮の森柏クラブ、桑園桑の実会、
円山西町幌見会、幌西長栄会、苗穂洋々会

□民生委員児童委員
区内各地区民生委員児童委員協議会
（苗穂、豊水、山鼻、幌西、西、円山）

□連合町内会等地域住民組織
本府地区女性部、東地区女性部、豊水地区女性部、
曙地区女性部、山鼻地区女性部、大通地区女性部、
西地区女性部、円山地区女性部、桑園地区女性部

□ふれあい・いきいきサロン等
ファミール中島公園ひまわり会、萌黄会、
おしゃべりサロン、えぞりす、ギャラリー健康増進サロン、
茶話やかサロン、火曜会、8☆8プラザ、桑園にこ☆にこ広場

□募金場所提供確保に協力いただいた店舗及び施設等
サッポロファクトリー、スーパーアークス山鼻店、
ラルズマート啓明店、狸小路商店街、ラルズマート伏見店、
すすきのビル、西友旭ヶ丘店、DCMホーマック旭ヶ丘店、
JR苗穂駅、JR桑園駅、地下鉄各駅（西11丁目、西28丁目、
バスセンター前、円山公園、中島公園）、円山動物園、
中央区役所

老人クラブ

民生委員児童委員

連合町内会等地域住民組織

ふれあい・いきいきサロン等

募金場所提供確保に協力いただいた店舗及び施設等
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　福祉のまち推進事業は、「住み慣れた家で安心して、ずっと暮らしたい」というみん
なの願いをみんなで支える事業です。
　近年の社会環境、世帯状況の変化に伴い、地域における人間関係の希薄化が進み、
社会的孤立が大きな問題となっています。今まで以上に身近な地域での、見守りや支え
合い活動が必要になってきています。
　そのため、各連合町内会単位に設置されている地区福祉のまち推進センター（以下「地
区福まち」）では、住民同士の支え合い活動を広げていくために、さまざまな取り組みを
行っています。

　令和 2 年に入り、新型コロナウイルス感染症が拡大の一途をたどり、福まちの重要な活動である地域
住民の支え合い、交流といった「つながる」ための活動が困難となりました。
　しかし、5 月末に国の緊急事態宣言が解除となり、いわゆる「3 密（密集・密接・密閉）」を意識した
新たな生活様式の中で、少しずつ地域の活動も再開しています。

NEW 「福まち」が始まっています

中央地区　健康ウォーキング
　福まちの拠点では、これまで定期的なサロン開催
で交流を図ってきましたが、感染症の影響で約３か
月間休止に追い込まれました。再開を考えはじめた
時、長い自粛期間で体力が落ちてきた参加者に体
を動かしてもらおう、外の空気の気持ちよさを実感
してもらおう、とウォーキングが企画されたのです。
　1回目は7月7日に地元の植物園で、2回目は9月1
日に予防センターなどの協力も得ながら北大構内
を散策しました。11月6日には3回目として中島公園
まで足をのばしました。初めての試みではありまし
たが、外に出られて良かった、おしゃべりが楽しかっ
た、という皆さんの声が、福まち活動再開への後押
しとなっています。コロナ禍で取り組み始めた活動
が、中央地区で定着していきそうです。

幌西地区　転倒予防体操＆マスクづくり
　例年、多世代が楽しめる交流会や健康づくり講
座、施設見学会等を行っていますが、活動は次々と
中止になっていきました。それでも、福まち運営委
員会では、感染対策をしっかりと行った上で、今でき
ることを始めようと動き出しました。
　巣ごもり状態が長引き、心身機能の低下が心配な
高齢者の方に、少しでも元気になっていただこうと9
月30日に一つの講座を開催しました。介護予防セン
ターの協力で、ディスコ調“お富さん”の音楽に合わ
せて、椅子に座ったままできる転倒予防体操を行
い、後半は立体マスクづくりに挑戦しました。久しぶ
りにお会いできてうれしかった、皆で体を動かして
楽しかったと、皆さん帰る頃には心も体も軽くなっ
た様子で、元気な声が響いていました。

福まち

▲みんなで一緒に歩くから、楽しい！マスクをしながらのおしゃべ
りはつきませんでした

▲植物園では、その歴史についても学びながらの散策となりました

▲簡単！いろいろな布で作りたくなります

▲テレビを見ながら自宅でもできそう！

3



2020.11 中央区 社協だより―Vol .88
福まち

曙地区　健康づくり教室

新たなスタイルで、曙地区の福まちがスタートしています！

　福まちでは、地域の交流や健康づくりのための
「健康づくり教室」が昭和60年代から続いています。
令和元年度には開催回数170回を超え、毎回60名
～70名が参加し大盛況となっている事業ですが、
感染症の影響で、今年の3月に予定していた教室
は、やむなく中止となりました。
　緊急事態宣言が解除となり、地域の皆さんが毎
回楽しみしているこの事業の再開に向け、地区では

「新たな生活様式」を取り入れた形での準備を進め
ていきました。そして7月15日、感染対策も十分に
行った上で、今年度初の開催につなげました。
　この日は芸能披露ボランティア「楽団ひとり」さん
による歌声喫茶、マジックショーが披露されました。
癒される名曲、アップテンポの楽しい曲に、皆さん
の笑顔溢れる健康づくり教室となっていました。

　町内会では、地震や台風などの大きな災害に備
え、「自分たちの命は自分たちで守る」ことを目標に
防災体制の整備に取り組んでいます。
　その一貫で、「防災だより」が年に2回発行されて
います。
　“2020夏号”では「新型コロナウイルス感染症状況
下の避難行動」を特集し、コロナ禍において災害が
発生した時の避難行動のポイント、そして避難所で

の感染を防ぐポイントなどを情報提供しています。
　「町内会のみなさんには、この『防災だより』をずっ
と手元に置いてほしい、そして必要な時にすぐに手
にとれるようにしてほしい」との矢萩町内会長の思
いのもと、初回の発行時に、防災だより保存専用
ケースも全世帯に配布し保管を呼びかけています。
　緑ヶ丘町内会では、災害にも、新型コロナウイルス
にも負けない強いまちづくりが進められています。

▲ステージにはビニールシートを設置、出演者はフェイスシー
ルド装着

▲会場に入る前に、体温チェック＆手指消毒

▲約520世帯に配布されました ▲保存専用ケースはドアノブなど目に見える場所にかけておきます

南円山緑ヶ丘町内会
コロナ禍だからこそ「防災だより」も大切な情報ツール！
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生活支援
コーディネーター

だより

宮の森大倉山地区 荒井山町内会 ～地域の足プロジェクト～

　高齢者の皆さんが住み慣れた地域で暮らし続けられる
ように、住民の方々が中心となって活動する支え合いの仕
組みづくり、支え上手・支えられ上手の地域づくりを推進し
ています。これまで関わってきた町内会で動き出した、一つ
の“仕組み”についてご紹介いたします。

▲月に1回の見守り会議で情報共有 ▲ダイハツ宮の森店での顔合わせ ▲安全運転講習会では衝突回避支援
　ブレーキ機能を体験

ダイハツ北海道販売（株） 宮の森店（中央区宮の森3条1丁目）
　店舗にある試乗車などをこの活動に活用させてもらっています。職員

の皆さんが朝礼時に貸出のスケジュールを確認し、町内会の運転ボラン

ティアを出迎えてくれています。通常業務もある中での車両貸出となり

ますが、「苦労と感じることはない」と荒木店長は話して下さいました。さ

らに、「この活動をとおして地域の活動に寄与できれば」ともおっしゃっ

ていました。地元の企業が、地域活動を支援する。こうした動きがさらに

拡がっていくことが、“支え合いの仕組みづくり”では期待されています。
▲左から松原副会長・荒木店長・戎会長

　大倉山ジャンプ競技場の麓にある荒井山町内
会では、平成27年11月から月に1回「見守り会議」
を開催しています。そこで、町内会の少し心配な高
齢者の状況について情報交換し、公的なサービス
が必要な方がいれば、福祉の専門機関につない
でいました。『町内会として災害時に何ができる
か』活動の根底にあるのは、大きな自然災害が発
生した際に、いち早く住民を安全な場所に避難で
きるようにしたいという考えです。災害時に支え合
うためには、まずは日頃の支え合いを充実しよう
と、この見守り会議は継続され、今年の12月には
60回目を迎えることとなります。
　高齢の方の見守りを続けていくと、自然とその
方が抱えている困りごとにも気づくようになってき
ました。その一つが、通院時の交通手段です。山坂
の多い地域なので、足腰が弱った方には、病院へ
行くことも一苦労です。そこで近隣への通院であ
れば、送迎を支援できないかという意見が出され
始めました。

　ちょうどその頃、社会福祉協議会には、損害保険
ジャパン株式会社とダイハツ北海道販売株式会社
から、高齢者の移動を援助するために無償の車両
貸出について提案がありました。この企業による
CSR活動と、荒井山町内会の思いを繋ぐことで、
「地域の足プロジェクト」が動き出すこととなった
のです。
　様々な打合せや運転ボランティア向けの講習会
を経て、7月29日には移動支援のスタートとなる
「キックオフセレモニー」を迎えることとなりまし
た。その後、地域包括支援センターなどの協力も
得ながら、通院にお困りの高齢者の状況を把握
し、送迎のお手伝いを開始しています。利用される
方はまだ数人ですが、送迎時に会話を重ねる中
で、同じ町内会の住民として、より身近な関係と
なってきています。この「地域の足プロジェクト」に
よって、荒井山町内会の“支え合いの仕組み”が、ま
すます強くなっています。

2020.11中央区 社協だより―Vol .88

頼もしい応援団
！
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　本会が行う地域福祉事業に賛同し、ご入会頂ける方は事務局
までご連絡をお願いいたします。たくさんの皆さまのご支援を
お待ちしております。

▶個人（１口）…   1,000 円
▶団体（１口）… 10,000 円会費（年額）

賛助会員の募集

ホームページ　http://www.sapporo-shakyo.or.jp/about/chuo-shakyo/

編
集
・
発
行

社会福祉法人 札幌市中央区社会福祉協議会
〒060-0062　札幌市中央区南2条西10丁目  中央区民センター内
電話：011-281-6113　FAX：011-208-0881

　ふれあい・いきいきサロンとは、ご近所の方とのお付き合いや情報交換の場として活用される地
域の方々の交流場所です。仲間づくりや閉じこもり予防などにつながります。
　新型コロナウイルス感染症は、こうしたサロンで集まることも出来なくしてしまいました。それで
も、サロンで築き上げられた「お互いに気にかけあう」関係は、サロン休止中も電話や手紙という形
で続けられました。それは、外出が難しくなった方にとって、とても心強い支えとなったことでしょう。
　いくつかのサロンは、様々な工夫をしながら活動を再開しています。久しぶりに会えた皆さんから
は笑みがこぼれます。いかに、この再開を待ち望んでいたかがわかります。社会福祉協議会では、こ
の活動を支援する助成金に、皆さまからの寄付を活用させていただいております。

令和2年度賛助会員にご加入いただきありがとうございました

（個人） ●阿部　尚人 様　　　●生田　京子 様　　　●岩渕　公子 様　　　●浦島　博子 様
 ●川原　眞人 様　　　●渋谷　洋幸 様　　　●千秋　憲博 様　　　●千秋　由紀子 様
 ●山下　敏生 様　　　●山田　敦子 様　　　●匿名 様　　（五十音順）
 ●中央区第1地域包括支援センター職員  ●中央区介護予防センター大通公園職員
 ●札幌市社会福祉協議会中央事業所職員  ●札幌市長生園職員
 ●中央区社会福祉協議会職員
（団体） ●さっぽろ社会福祉士事務所 様  ●介護付有料老人ホーム グリーンライフ伏見 様

こうした地域の小さな活動が、高齢者や障がい者等の暮らしを支えています。
こうした地域の小さな活動には、皆さまからの応援が欠かせません。
こうした地域の小さな活動へ、皆さまの「何か役に立ちたい」という思いを託してみませんか。
ご寄付の相談を社会福祉協議会ではお受けしております。

▲お互いに距離をとりながら… ▲会場を外に変えて…


